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本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ｋｍ

9に1 土流保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 7.81 25 20 3,672 1137 0.31 690 30 720 全木 1,137 ﾌﾟﾛｾｯｻ 720 813 720 2,300 720 中 五所川原市役所 16.7 ヒバ4％広葉樹4％

9に3 土流保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.62 25 20 1,710 527 0.31 320 10 330 全木 527 ﾌﾟﾛｾｯｻ 330 475 330 2,300 330 緩 16.7 ヒバ5％広葉樹3％

9ほ 土流保 スギ 62 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 11.54 25 22 5,088 1765 0.35 1,050 60 1,110 全木 1,765 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,110 330 1,110 2,300 1,110 緩 16.7 ヒバ3％広葉樹5％

10い2 土流保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 7.97 25 24 2,564 1326 0.52 855 0 855 全木 1,326 ﾌﾟﾛｾｯｻ 855 1,025 855 2,300 855 緩 16.7 ヒバ4％

10に 土流保 スギ 62 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.64 25 30 671 467 0.70 300 0 300 全木 467 ﾌﾟﾛｾｯｻ 300 1,459 300 2,300 300 緩 16.7

10ほ 土流保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.04 25 24 987 506 0.51 320 0 320 全木 506 ﾌﾟﾛｾｯｻ 320 213 320 2,300 320 中 16.7 ヒバ5％

10ろ1 土流保 スギ 64 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 9.60 25 26 2,843 1540 0.54 920 10 930 全木 1,540 ﾌﾟﾛｾｯｻ 930 859 930 2,300 930 急 16.7 カラマツ6％広葉樹1％

123い2 水涵保 スギ 62 保育間伐（活用型） 定性間伐 11.76 10 30 1,029 770 0.75 520 0 520 全木 770 ﾌﾟﾛｾｯｻ 520 2,487 520 中 12.1

123い3 水涵保 スギ 60 保育間伐（活用型） 定性間伐 23.38 10 30 2,044 1531 0.75 1,060 0 1,060 全木 1,531 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,060 1,881 1,060 中 12.1

123い4 水涵保 スギ 42 保育間伐（活用型） 定性間伐 7.03 10 26 652 391 0.60 250 0 250 全木 391 ﾌﾟﾛｾｯｻ 250 1,866 250 中 12.1

124い1 水涵保 スギ 57 保育間伐（活用型） 定性間伐 13.05 10 28 520 394 0.76 255 0 255 全木 394 ﾌﾟﾛｾｯｻ 255 334 255 中 12.1 カラマツ35％

124い2 水涵保 スギ 57 保育間伐（活用型） 定性間伐 7.73 10 28 307 234 0.76 150 0 150 全木 234 ﾌﾟﾛｾｯｻ 150 910 150 中 12.1 カラマツ35％

140い 水涵保 スギ 58 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 49.33 25 26 12,966 7274 0.56 4,630 70 4,700 全木 7,274 ﾌﾟﾛｾｯｻ 4,700 692 4,700 4,000 2,700 緩 10.7 広葉樹1％

合計 158.50 35,053 17,862 0.51 11,320 180 11,500 17,862 11,500 11,500 7,265 15,260 0 0 100

C0-80
210

割栗石50-150
84

３ｍ×150枚
270日

注１ 面積は伐採面積。
２ 伐倒方法、集・造材方法については主な方法。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄の区分は以下のとおり。

　緩：０°～１９°、中：２０°～２９°、急：３０°以上
４ 備考欄の樹種：数値（％）については、生産量に対する割合。

※ 留意事項
1．砕石敷均し及び鉄板敷設置の箇所については監督職員の指示による。
2．ナラ類の取扱いは、青森県農林水産部林政課「青森県ナラ類の伐採・移動・利用に関する留意事項」に基づき実施すること。

　　令和８年度　　　林分条件調査表
森林管理署 津軽森林管理署金木支署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（飯詰地区）
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（様式6）

2

本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ｋｍ

338い1 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 9.38 33 20 5,670 1445 0.25 830 0 830 全木 1,445 ﾌﾟﾛｾｯｻ 830 198 830 中 4 中泊町役場 11.5  

338い2 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 10.84 33 20 6,556 1670 0.25 960 0 960 全木 1,670 ﾌﾟﾛｾｯｻ 960 332 960 2,900 960 中 11.5  

338い3 水涵保 スギ 46 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.45 33 20 1,484 377 0.25 200 0 200 全木 377 ﾌﾟﾛｾｯｻ 200 910 200 急 11.5  

338ろ1 水涵保 スギ 45 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 5.10 33 20 3,082 786 0.26 415 0 415 全木 786 ﾌﾟﾛｾｯｻ 415 1,515 415 中 13.3  

338ろ2 水涵保 スギ 45 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 5.12 33 20 3,096 789 0.25 425 0 425 全木 789 ﾌﾟﾛｾｯｻ 425 1,508 425 中 13.3  

338ろ3 水涵保 スギ 43 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.07 33 20 534 153 0.29 75 0 75 全木 153 ﾌﾟﾛｾｯｻ 75 2,250 75 中 13.3  

338ろ4 水涵保 スギ 43 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.45 33 20 1,749 494 0.28 275 0 275 全木 494 ﾌﾟﾛｾｯｻ 275 2,098 275 緩 13.3  

338ろ6 水涵保 スギ 44 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.66 33 20 1,347 381 0.28 205 0 205 全木 381 ﾌﾟﾛｾｯｻ 205 859 205 緩 13.3  

338ろ7 水涵保 スギ 44 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.45 33 20 1,240 351 0.28 195 0 195 全木 351 ﾌﾟﾛｾｯｻ 195 1,090 195 中 13.3  

338ろ8 水涵保 スギ 44 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.87 33 20 1,455 411 0.28 230 0 230 全木 411 ﾌﾟﾛｾｯｻ 230 1,830 230 中 13.3  

338ろ9 水涵保 スギ 42 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.22 33 20 1,636 461 0.28 255 0 255 全木 461 ﾌﾟﾛｾｯｻ 255 1,232 255 1,100 255 緩 13.3  

338ろ10 水涵保 スギ 42 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.44 33 20 1,240 349 0.28 185 0 185 全木 349 ﾌﾟﾛｾｯｻ 185 1,436 185 1,100 185 中 13.3  

338は 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 7.50 33 20 4,536 1155 0.25 650 0 650 全木 1,155 ﾌﾟﾛｾｯｻ 650 133 650 4,900 650 中 11.5  

512い1 水涵保 スギ外 58 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 16.42 33 16 11,719 2675 0.23 1,690 110 1,800 全木 2,675 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,800 457 1,800 11,100 1,800 中
五所川原市役所

市浦支所
8.9 ヒバ2％広葉樹6％

512は 水涵保 スギ外 60 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 5.63 33 22 3,005 1115 0.37 735 15 750 全木 1,115 ﾌﾟﾛｾｯｻ 750 1,158 750 11,100 750 中 8.9 広葉樹2％

512ろ1 水涵保 スギ外 58 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.53 33 16 1,804 412 0.23 260 20 280 全木 412 ﾌﾟﾛｾｯｻ 280 170 280 11,100 280 中 9.4 ヒバ2％広葉樹7％

512ろ3 水涵保 スギ外 64 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.06 33 18 2,351 538 0.23 360 0 360 全木 538 ﾌﾟﾛｾｯｻ 360 292 360 11,100 360 急 9.4

512ろ4 水涵保 スギ外 60 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.65 33 22 344 128 0.37 80 0 80 全木 128 ﾌﾟﾛｾｯｻ 80 545 80 11,100 80 急 9.4

523ろ2 水涵保 スギ 59 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.41 25 24 1,362 607 0.45 370 10 380 全木 607 ﾌﾟﾛｾｯｻ 380 393 380 10,400 380 中 8.7 アカマツ32％広葉樹3％

524に 水涵保 カラマツ 67 保育間伐（活用型） 定性間伐 2.95 30 24 615 259 0.42 150 20 170 全木 259 ﾌﾟﾛｾｯｻ 170 1,530 170 緩 6.7 広葉樹12％

524は 水涵保 カラマツ外 74 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.79 33 22 273 92 0.34 60 0 60 全木 92 ﾌﾟﾛｾｯｻ 60 1,000 60 緩 6.7

526い2 土流保 スギ外 68 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.31 33 34 110 87 0.79 60 0 60 全木 87 ﾌﾟﾛｾｯｻ 60 150 60 中 6.7

526ろ3 土流保 ヒバ 206 天然林受光伐 定性間伐 5.00 8 38 203 211 1.04 155 5 160 全幹 160 ﾁｪｰﾝｿｰ 160 530 160 中 6.7 広葉樹3％

合計 100.30 55,411 14,946 0.27 8,820 180 9,000 14,895 9,000 9,000 5,700 10,010 4 0 70

C0-80
126

割栗石50-150
42

３ｍ×118枚
240日

注１ 面積は伐採面積。
２ 伐倒方法、集・造材方法については主な方法。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄の区分は以下のとおり。

　緩：０°～１９°、中：２０°～２９°、急：３０°以上
４ 備考欄の樹種：数値（％）については、生産量に対する割合。

※ 留意事項
1．砕石敷均し及び鉄板敷設置の箇所については監督職員の指示による。
2．ナラ類の取扱いは、青森県農林水産部林政課「青森県ナラ類の伐採・移動・利用に関する留意事項」に基づき実施すること。
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森林作業道作設集・造材 林地保全

鉄板
規格*枚数

　　令和８年度　　　林分条件調査表
森林管理署 津軽森林管理署金木支署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（薄市地区）
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3

本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ｋｍ

95に 水涵保 ヒバ 101 育成受光伐 定性間伐 4.55 18 40 177 242 1.37 185 0 185 全幹 185 ﾁｪｰﾝｿｰ 185 1,010 185 9,800 185 緩
五所川原市役所

金木支所
6  

95い 水涵保 ヒバ 166 育成受光伐 定性間伐 6.75 18 44 362 589 1.63 465 0 465 全幹 465 ﾁｪｰﾝｿｰ 465 1,545 465 9,800 465 緩 6  

214い 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.76 25 22 2,225 755 0.34 450 0 450 全木 755 ﾌﾟﾛｾｯｻ 450 212 450 3,400 450 中 中泊町役場 6.3  

214ろ3 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.57 25 22 1,676 566 0.34 340 0 340 全木 566 ﾌﾟﾛｾｯｻ 340 618 340 1,800 340 中 5  

214は1 水涵保 スギ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.40 25 22 1,597 539 0.34 320 0 320 全木 539 ﾌﾟﾛｾｯｻ 320 430 320 3,100 320 中 6.3  

214は2 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.53 25 22 1,157 390 0.34 230 0 230 全木 390 ﾌﾟﾛｾｯｻ 230 330 230 1,800 230 中 4 5 アカマツ4％

214は3 水涵保 スギ 49 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.26 25 22 1,057 359 0.34 215 0 215 全木 359 ﾌﾟﾛｾｯｻ 215 110 215 1,800 215 緩 5

214は4 水涵保 スギ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.18 25 22 1,027 346 0.34 210 0 210 全木 346 ﾌﾟﾛｾｯｻ 210 955 210 1,800 210 中 5

214は5 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.45 33 18 266 57 0.21 33 0 33 全木 57 ﾌﾟﾛｾｯｻ 33 60 33 1,800 33 中 4 5

214は6 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.18 25 22 86 29 0.34 17 0 17 全木 29 ﾌﾟﾛｾｯｻ 17 155 17 1,800 17 緩 5

214に1 水涵保 スギ 92 一般 複層伐 0.28 48 40 132 223 1.69 145 0 145 全木 145 ﾌﾟﾛｾｯｻ 145 405 145 1,800 145 中 5 ヒバ3％

214に2 水涵保 スギ 92 一般 複層伐 0.13 46 42 65 101 1.55 65 0 65 全木 65 ﾌﾟﾛｾｯｻ 65 205 65 1,800 65 中 5

214に3 水涵保 スギ 92 一般 複層伐 0.34 49 32 272 236 0.87 155 0 155 全木 155 ﾌﾟﾛｾｯｻ 155 130 155 1,800 155 緩 5 ヒバ3％

214に4 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.40 33 18 237 51 0.22 29 1 30 全木 51 ﾌﾟﾛｾｯｻ 30 130 30 1,200 30 中 4.4 広葉樹3％

214へ2 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.56 33 18 331 71 0.21 39 1 40 全木 71 ﾌﾟﾛｾｯｻ 40 55 40 1,200 40 緩 4.4 広葉樹3％

214へ4 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.26 33 18 153 33 0.22 19 1 20 全木 33 ﾌﾟﾛｾｯｻ 20 195 20 1,800 20 緩 5 広葉樹5％

214り 水涵保 スギ 72 誘導伐 複層伐 4.20 50 28 3,342 2403 0.72 1,540 40 1,580 全木 1,580 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,580 307 1,580 3,100 1,580 中 6.3
カラマツ5％アカマツ35％広葉
樹3％

合計 36.80 14,162 6,990 0.49 4,457 43 4,500 5,791 4,500 4,500 4,500 4,380 8 0 60

C0-80
126

割栗石50-150
42

３ｍ×70枚
200日

注１ 面積は伐採面積。
２ 伐倒方法、集・造材方法については主な方法。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄の区分は以下のとおり。

　緩：０°～１９°、中：２０°～２９°、急：３０°以上
４ 備考欄の樹種：数値（％）については、生産量に対する割合。

※ 留意事項
1．砕石敷均し及び鉄板敷設置の箇所については監督職員の指示による。
2．ナラ類の取扱いは、青森県農林水産部林政課「青森県ナラ類の伐採・移動・利用に関する留意事項」に基づき実施すること。

　　令和８年度　　　林分条件調査表
森林管理署 津軽森林管理署金木支署
物件番号
物件名 製品生産及び森林環境保全整備事業（大倉岳国有林外）

備　考
砂利
数量
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からの距離
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ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付き
ﾄﾗｯｸ片道
運搬距離

            m

薬剤
散布
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ｲﾝ）
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規格*枚数
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林
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事業区分 伐採方法
ﾌｫﾜｰﾀﾞ

片道運搬
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         m

平均
胸高
直径

立木資材量 生産量
予定作業量

小運搬巻立


